
さいたま市限定！ 実証実験

シェアサイクルのサブスクリプションサービス

令和４年１１月１１日（金）

市長定例記者会見



１ サブスクリプションサービス実証

ＪＲ東日本のＭａａＳアプリで、シェアサイクルの

初乗り料金※が月額1,500円で使い放題となる

※エリアによって初乗り料金は異なります（さいたま市は130円／30分）

令和４年１２月１日（木）～令和５年１月３１日（火）期 間

概 要

さいたま市限定のサブスクリプションサービス実証実験



２ サービスの対象・ＭａａＳアプリ（Ringo Pass）の画面イメージ

※ さいたま市民以外も対象となります。

対 象 発着駅いずれかがさいたま市内のＪＲ駅
で、サービス利用月に1日でも有効な日を
含むSuica通勤定期券・通学定期券を
前月末までにRingo Passに登録

※ 定額対象となるのは
初乗り料金のみで、
延長利用料金は通常
通り課金されます。
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12回目以降は
どんなに乗っても定額

11回までは
乗った分だけ課金

★



３ 実験の詳細ホームページ・特別仕様ドレスガード

特別仕様ドレスガード
※11月中旬から随時実装

＊ドレスガード



４ サブスクリプションサービスの周知ポスター

１１月２１日以降から
さいたま市内のＪＲ駅に掲示予定

【本実証実験の詳細】

市ホームページ：

特設ホームページ：
（ＪＲ東日本）



５ スマートシティ実行計画

実施主体：さいたま市スマートシティ推進コンソーシアム



６ シェア型マルチモビリティの実証実験

現在、４種類のシェア型マルチモビリティで実証実験
2018年11月

シェアサイクル

2019年8月

シェアスクーター

2020年12月

三者協定の締結

2022年11月

電動キックボード

2021年3月

超小型ＥＶ

さいたま市、

ENEOSホールディングス株式会

社、

OpenStreet株式会社の３者で

基本協定を締結



７ 電動キックボード実証実験（11月9日～12月4日）

対象地区：大宮・さいたま新都心（11ポート）
実施期間：11月9日（水）から12月4日（日）
実施主体：LUUP（ENEOS）

安全講習会＆体験試乗会（11/5）の様子



８ モビリティポートの充実

ポートの設置数
シェアサイクル ３７８箇所
スクーター ２４箇所
超小型ＥＶ １８箇所
電動キックボード １１箇所
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９ シェアサイクルポート及び利用回数の推移

民間地・公有地
ともに増加

シェアサイクルポート数の推移 シェアサイクル利用回数の推移

実験開始から
右肩上がりで推移

直近では
1ヶ月約９万回の
利用実績


